
 
 

2011年HYC第３回レース委員会 議事録 
議事録作成 田口藤孝（トリトン） 

１．開催日時 Ｈ２３年 9月 10日（土） １５：００～１６：２０ 於：クラブルーム 
 
２．出席：犬飼委員長（牛若丸Ⅲ）、真野福委員長（ココペリ）、新井（憲）レース委員   
新井（由）レース委員（ジュゲム）田口委員（トリトン(記)） 

  欠席：伊藤委員（シオン）、内藤委員（ビスコンティーナ）、 
 野原委員（北斗）、井上委員（七福神）畑内（ウェービーホット） 

３．固定レーティングに関しての質問・意見等のとりまとめについて。（追加修正等について） 

 

・本年度、固定レーテイングでの実施を決定したＧ１レースについて、初島とフレンドシップは、相当

距離の違いがある。ＯＲＣでは、距離や風の強弱で異なったレーテイングになるため、今後は見直

すべきでは？ 

 

⇒各レースで距離・風速で別々の固定レーテイングを作成する必要性も生じる公算が強く 

事務処理的に現実的に対応できるか難しいが。本年度は、一応、同一の固定レーテイングでＧ

１は実施し、年度末に結果を見て検討することとする。 

 

①レース用セールがあっても、当日使用しない場合もあり、その点を当日申告でレーティング 修

正してほしい！（ホワイトセールの係数使用） 

⇒了承する。合わせて、「ファーラージブの使用」、「船齢」についても、補正係数を設ける。 

９月１７日の初島レースから対応する。なお、セールの大きさについては、現実的に短時間で

の確認が困難なので見送りとする。 

「※ファーラージブの使用は、－０．０２」「船齢は、１０年ごとに、－０．０１」とする。 

 

②補正係数の根拠に関する質問？ 

 ⇒ＩＲＣ委員長（カクさん）筋の情報であるとしか説明できない。当該補正係数は、ベイサイドマ

リーナのクラブレースで１０年間使用された係数であり、それなりの妥当性があると判断してい

る。 

 

 

 

 

 

 



４．初島レースのレーティングの最終確認。 

アルカは、ココペリと同じババリア３０+なので、基本レーティングを、         同一の「０．８１５

７」とし、補正係数は、当日申告とする。 

 

・Japoneira（旧名レガート）は、ユーデルフローリック：J/V9.6で、ＯＲＣ換算で、   「０．９５７７」と

なる。補正係数の扱いは、同様。 

 

５． その他ご意見。 

 

・大場ハーバーマスターより、リビエラリゾート主催の「のんびりレース」（オープン）にＨＹＣとして

の参加を打診されている。 

 ⇒近隣のフリーと対戦でき、いい刺激になり、また、レースの運営をしてもらえるので、次年度

のレースの一部として提案出来る様、検討を進めることとする。（レース海面、パーティ会場等、

要交渉） 

 

・フリート開催のクルージングに盛り上がりが今一歩とのこと。遊びレース的な要素を加味する

可能性もある？ 

                                    以上 

※ファーラージブは、あくまで、ファーラー仕様のジブセール指す。ファーラー仕様の艇で、 

ファーラーを使用しないで、ジェノアを展開する艇は、該当しないものとする。 

 

 

 


